
2018.  10   ●月刊公論　64

北
海
道

 

10
月
３
日
は
道
産
の
日

北
海
道
鮨
商
生
活
衛
生
同
業
組
合
で

は
、
２
０
０
７
年
よ
り
「
10
月
３
日
」
を

「
ト
ウ
」
と
「
サ
ン
」
と
読
ん
で
「
道
産
の

日
」
と
し
、
毎
年
組
合
加
盟
店
で
特
別
メ

ニ
ュ
ー
や
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
を
販
売
。
今

年
は
「
北
海
道
」
と
命
名
さ
れ
て
か
ら

１
５
０
年
目
。
先
人
た
ち
の
歴
史
や
偉
業

を
振
り
返
り
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

来
店
者
に
道
産
ネ
タ
の
握
り
ず
し
２
か
ん

（
ま
た
は
代
替
品
）
を
無
料
提
供
す
る
。

開
催
場
所 

北
海
道
鮨
商
生
活
衛
生
同
業

組
合
加
盟
店
（
販
売
期
間
・
条
件
は
地

域
や
店
に
よ
っ
て
異
な
る
）

青　

森

 

青
森
空
港
と
三
沢
空
港
か

ら
観
光
地
な
ど
へ
定
額
料
金
の
実
証
実

験
開
始

青
森
と
三
沢
空
港
か
ら
主
要
都
市
や

観
光
地
へ
定
額
料
金
で
走
行
す
る
実
証

実
験
が
始
ま
っ
た
。
地
方
空
港
で
は
初
の

取
り
組
み
。
例
え
ば
青
森
空
港
〜
青
森

市
中
心
部
が
３
０
０
０
円
、
同
空
港
〜

八
甲
田
エ
リ
ア
が
６
５
０
０
円
、
同
空
港

〜
十
和
田
湖
エ
リ
ア
が
１
万
６
５
０
０
円

な
ど
。
個
人
客
や
外
国
人
客
に
向
け
に
、

メ
ー
タ
ー
を
気
に
せ
ず
に
タ
ク
シ
ー
を
利

用
し
て
も
ら
う
の
が
狙
い
で
、
通
常
料
金

よ
り
１
０
０
０
円
前
後
割
安
だ
。
運
行

期
間
は
２
０
１
９
年
３
月
29
日
ま
で
。

岩　

手

 

小
岩
井
農
場
の
紅
葉
狩
り

小
岩
井
農
場
で
は
、
10
月
下
旬
か
ら

真
っ
赤
に
色
づ
く
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
や
ハ
ウ
チ
ワ

カ
エ
デ
な
ど
、
紅
葉
の
観
察
会
を
行
な
っ

て
い
る
。
10
月
は
大
花
壇
で
約
３
０
０
０

本
の
コ
ス
モ
ス
も
開
花
。
ま
た
、
園
内
で

は
農
場
め
ぐ
り
や
ト
ラ
ク
タ
ー
ト
レ
イ
ン

に
乗
っ
て
の
自
然
満
喫
ツ
ア
ー
、
宮
沢
賢

治
ゆ
か
り
の
建
造
物
見
学
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
過
ご
し
方
が
で
き
る
。

開
催
場
所 

岩
手
郡
雫
石
町
小
岩
井
農
場

宮　

城

 

気
仙
沼
市
と
松
島
市
に
韓

国
版
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス「
オ
ル
レ
」

開
通「

オ
ル
レ
」
と
は
韓
国
発
祥
の
言
葉
で

豊
か
な
自
然
が
楽
し
め
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
指
す
。
も
と
も
と
は
「
家
へ
帰

る
細
い
道
」の
意
味
。
気
仙
沼
市
の
唐
桑

コ
ー
ス
と
東
松
島
市
の
奥
松
島
コ
ー
ス

が
済
州
オ
ル
レ
か
ら
認
定
を
受
け
、
10
月

７
・
８
日
に
開
通
す
る
。
唐
桑
コ
ー
ス
で

は
リ
ア
ス
式
海
岸
の
絶
景
、
奥
松
島
コ
ー

ス
で
は
松
島
四
大
観
の
一
つ
で
あ
る
大
高

森
や
縄
文
時
代
の
貝
塚
な
ど
の
眺
望
が

楽
し
め
る
。

秋　

田

 

紅
葉
と
滝
の
マ
イ
ナ
ス
イ

オ
ン
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

落
差
57
ｍ
、
幅
３
〜
30
ｍ
、
日
本
の
滝

百
選
に
も
選
ば
れ
た
「
法ほ
っ
た
い体
の
滝
」。
県

の
天
然
記
念
物
第
１
号
に
指
定
さ
れ
、
秋

は
モ
ミ
ジ
や
カ
エ
デ
、
ツ
タ
、
ブ
ナ
な
ど
が

色
づ
く
。
２
・
５
㎞
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

か
ら
の
景
色
が
美
し
く
、
紅
葉
ま
つ
り
が

10
月
21
日
に
開
催
。
和
太
鼓
演
奏
、
本
懐

獅
子
舞
、
岩
魚
釣
り
、
抽
選
会
な
ど
が
行

な
わ
れ
る
。

開
催
場
所 

由
利
本
荘
市
法
体
園
地

山　

形

 

第
48
回
か
み
の
や
ま
温
泉

全
国
か
か
し
祭

地
元
の
農
業
高
校
の
生
徒
た
ち
が
作
っ

た
か
か
し
を
競
い
合
っ
た
の
が
き
っ
か
け

で
始
ま
っ
た
祭
。
こ
れ
ま
で
に
も
か
か
し

の
イ
メ
ー
ジ
を
打
ち
破
る
ゴ
ジ
ラ
や
ポ
ケ

モ
ン
な
ど
が
登
場
。
週
末
は
ス
テ
ー
ジ
で

ダ
ン
ス
な
ど
も
披
露
さ
れ
る
。
今
年
の

テ
ー
マ
は
「
平
成
の
お
も
い
で
」。
か
か
し

協
力
金
１
０
０
円
を
払
う
と
、
投
票
も
で

き
る
。

開
催
場
所 

上
山
市
役
所
東
側
市
民
公
園

月刊公論ならではの視点で集めた、日本全国からの情報と
世界からの話題をお届けします。

列
島
列
島

い
ん
ふ
ぉ
め
ー
し
ょ
ん

い
ん
ふ
ぉ
め
ー
し
ょ
ん
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福　

島

 

Ｊ
Ｒ
と
バ
ス
を
活
用
し
奥

会
津
の
観
光
誘
致

会
津
乗
合
自
動
車
と
県
は
奥
会
津
の

観
光
誘
致
と
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
利
活
用
を

目
的
と
し
、只
見
線
と
奥
会
津
の
観
光
地

を
結
ぶ
バ
ス
３
路
線
を
運
行
。
10
月
上
旬

ま
で
は
週
末
の
み
、
紅
葉
の
見
頃
で
あ
る

10
月
上
旬
か
ら
11
月
上
旬
ま
で
は
毎
日

の
運
行
。
３
路
線
は
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
会
津

若
松
駅
│
会
津
川
口
駅
、
会
津
田
島
駅

│
只
見
駅
、
会
津
田
島
駅
│
会
津
川
口

駅
で
、
道
の
駅
や
温
泉
、
観
光
名
所
に
も

停
車
す
る
。
１
日
乗
り
放
題
の
チ
ケ
ッ
ト

も
販
売
。

茨　

城

 

下
妻
市
の
ご
当
地
グ
ル
メ

バ
ー
ガ
ー
に
舌
鼓

道
の
駅
な
ら
ぬ
、歩
い
て
立
ち
寄
る「
さ

ん
歩
の
駅
『
さ
ん
・
Ｓサ

ン
Ｕ
Ｎ
さ
ぬ
ま
』」で
、

地
元
の
食
材
を
使
っ
た
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
限

定
販
売
。
バ
テ
は
「
紫
峰
牛
」
と
「
伝
説
の

下
妻
金
豚
」、
糖
度
16
度
の
タ
マ
ネ
ギ
、
水

耕
栽
培
に
よ
る
レ
タ
ス
な
ど
、
地
元
選
り

す
ぐ
り
の
食
材
を
使
用
。「
伝
説
の
し
も

つ
ま
至
宝
バ
ー
ガ
ー
」
と
命
名
さ
れ
、
土
・

日
曜
30
食
の
限
定
。
砂
浜
に
座
っ
て
海
を

見
な
が
ら
の
絶
品
バ
ー
ガ
ー
は
い
か
が
。

開
催
場
所 

さ
ん
歩
の
駅
『
さ
ん
・
Ｓサ

ン
Ｕ
Ｎ

さ
ぬ
ま
』

栃　

木

 

グ
ラ
ン
プ
リ
ロ
ー
ド
Ｒ
１

２
３
パ
レ
ー
ド

全
国
か
ら
集
結
し
た
約
１
０
０
０
台
の

オ
ー
ト
バ
イ
が
、
白
バ
イ
の
先
導
で
道
の
駅

も
て
ぎ
│
茂
木
市
街
地
│
ツ
イ
ン
リ
ン
ク

も
て
ぎ
の
区
間
を
走
行
。
全
国
で
も
珍
し

い
バ
イ
ク
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
だ
。
普
通
二
輪

免
許
以
上
の
所
持
者
な
ら
参
加
可
能
（
有

料
）、レ
ー
ス
場
を
走
行
で
き
る
の
も
楽
し

み
の
一つ
。「Ride Safety, Ride G
reen

（
安
全
運
転
、エ
コ
に
走
行
）」が
合
言
葉
。

開
催
場
所 

ツ
イ
ン
リ
ン
ク
も
て
ぎ
な
ど

群　

馬
 

沼
田
市
で
フ
ル
ー
ツ
狩
り

（
有
料
）

沼
田
市
に
は
野
菜
や
フ
ル
ー
ツ
狩
り

を
楽
し
め
る
観
光
農
園
が
数
多
く
あ
り
、

９
月
か
ら
10
月
は
ブ
ド
ウ
狩
り
、
同
じ
く

９
月
か
ら
11
月
は
リ
ン
ゴ
狩
り
が
楽
し
め

る
。低
農
薬
、減
農
薬
を
モ
ッ
ト
ー
に「
性

フ
ェ
ロ
モ
ン
を
利
用
し
た
害
虫
駆
除
」
方

法
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
。
環
境

と
人
に
優
し
い
リ
ン
ゴ
が
味
わ
え
る
。

開
催
場
所 

沼
田
市
観
光
農
園

埼　

玉

 

荒
川
河
川
敷　

第
20
回
コ

ス
モ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

鴻
巣
市
大
芦
の
約
４
・
５
㎞
に
わ
た
る

荒
川
河
川
敷
と
コ
ス
モ
ス
吹
上
の
一
帯
で

は
約
１
２
０
０
万
本
以
上
の
コ
ス
モ
ス
が

咲
き
乱
れ
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
イ
エ
ロ
ー
、
ピ

コ
テ
ィ
、
シ
ー
シ
ェ
ル
、
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン

混
合
な
ど
多
品
種
の
コ
ス
モ
ス
を
愛
で
る

こ
と
が
で
き
、
10
月
27
・
28
日
の
両
日
に

は
「
コ
ス
モ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
８
」

も
開
催
。
ラ
イ
ブ
演
奏
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
ダ
ン
ス
、
模
擬
店
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
。

開
催
場
所 

鴻
巣
市
コ
ス
モ
ス
ア
リ
ー
ナ
ふ

き
あ
げ
周
辺

千　

葉

 

新
種
落
花
生
の
名
前
は

「
Ｑき

ゅ
ーナ

ッ
ツ
」

全
国
で
生
産
さ
れ
る
落
花
生
の
約
８
割

の
シ
ェ
ア
を
誇
る
千
葉
県
。
お
い
し
く
、
誰

に
で
も
食
べ
て
も
ら
え
る
落
花
生
づ
く
り

に
余
念
の
な
い
同
県
で
、
新
し
い
品
種
が
開

発
さ
れ
た
。
愛
称
は
「
Ｑ
き
ゅ
ーナ
ッ
ツ
」。
こ
れ

ま
で
のPeanuts

を
超
え
る
味
と
い
う
意

味
で「
Ｐ
」の
次
の「
Ｑ
」が
つ
け
ら
れ
た
。

は
っ
き
り
し
た
甘
味
、あ
っ
さ
り
し
た
食
べ

や
す
さ
が
特
徴
で
10
月
中
旬
よ
り
専
門
店

や
農
産
物
直
売
所
な
ど
で
販
売
予
定
。

東　

京
 

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
一
緒
に
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の

祭
典「SPO

RTS of H
EART 2018

」

ノ
ー
マ
ラ
イ
ズ
駅
伝
や
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
の
体
験
ブ
ー
ス
、
ア
ス
リ
ー
ト
の

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
障
が
い
者
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

に
よ
る
作
品
展
示
な
ど
、
障
が
い
者
と
健

常
者
が
一
緒
に
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
多

数
企
画
さ
れ
て
い
る
。
参
加
す
る
人
す
べ

て
が
出
演
者
。
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
輪
の
広

が
り
が
期
待
さ
れ
る
。
今
年
で
６
回
目
、

10
月
13
・
14
日
の
開
催
。

開
催
場
所 

渋
谷
区
代
々
木
公
園

神
奈
川

 

ワ
ン
コ
イ
ン
で
気
軽
に
落

語
を「
見
番
寄
席
」（
有
料
）

温
泉
の
町
、
湯
河
原
で
は
た
っ
た

５
０
０
円
、
小
学
生
以
下
は
無
料
で
落
語

が
楽
し
め
る
。
寄
席
は
毎
土
・
日
曜
の
午

後
の
実
施
。
ふ
ら
り
と
気
軽
に
立
ち
寄
る

こ
と
が
で
き
る
の
が
魅
力
だ
。
60
分
間
の

笑
い
で
心
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
た
後
は
、

温
泉
で
体
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
。
土
曜
の
夜
の

部
は
温
泉
付
き
の
料
金
も
あ
る
。

開
催
場
所 

湯
河
原
温
泉
見
番
３
階
。
土
曜

の
夜
の
部
は
青
巒
荘

新　

潟

 

長
岡
市
で
ト
キ
の
一
般
公

開
、全
国
で
３
ヶ
所
目

同
県
佐
渡
市
、
石
川
県
能
美
市
の
い
し

か
わ
動
物
園
に
続
き
、
長
岡
市
に
あ
る
ト

キ
と
自
然
の
学
習
館
に
あ
る
観
覧
棟
『
ト

キ
み
〜
て
』で
ト
キ
を
無
料
見
学
で
き
る
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
に
よ
る
ト
キ
の

絶
滅
を
避
け
る
た
め
、
平
成
24
年
長
岡
市

に
も
飼
育
セ
ン
タ
ー
を
開
設
、
10
月
か
ら
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飼
育
を
開
始
し
た
。
今
回
公
開
さ
れ
た
の

は
佐
渡
か
ら
送
ら
れ
た
オ
ス
の
４
羽
。

公
開
場
所 

長
岡
市
寺
泊
夏
戸　

ト
キ
と

自
然
の
学
習
館

富　

山

 
万
葉
の
世
界
を
歌
い
継
ぐ

「
高
岡
万
葉
ま
つ
り
」

「
万
葉
集
」
を
代
表
す
る
歌
人
の
一
人
、

大
伴
家
持
が
奈
良
時
代
に
国
守
に
赴
い
た

こ
と
か
ら
、
高
岡
市
で
は
「
万
葉
の
ふ
る

さ
と
づ
く
り
」
に
努
め
て
い
る
。
そ
の
催

事
で
、
高
岡
古
城
公
園
の
堀
に
浮
か
ぶ
水

上
舞
台
で
は
、
万
葉
集
全
20
巻
４
５
１
６

種
が
３
昼
夜
に
わ
た
っ
て
歌
い
継
が
れ
る
。

毎
年
２
０
０
０
を
超
え
る
人
が
朗
唱
に

参
加
。
茶
会
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
も
実
施

さ
れ
る
。
10
月
５
〜
７
日
。

開
催
場
所 

高
岡
古
城
公
園

石　

川

 

酒
蔵
を
め
ぐ
る
日
帰
り

ツ
ア
ー
と
「SA

K
E M

A
R
C
H
E

●

2018

」

石
川
の
地
酒
と
美
食
の
祭
典
「
サ
ケ
マ

ル
シ
ェ
」
の
開
催
に
合
わ
せ
、
加
賀
、
金

沢
、
白
山
麓
、
能
登
の
酒
蔵
見
学
を
し
な

が
ら
の
日
帰
り
ツ
ア
ー
が
４
回
行
な
わ
れ

る
。
ろ
く
ろ
体
験
、
グ
ラ
ス
ホ
ル
ダ
ー
づ

く
り
、
笹
寿
し
づ
く
り
な
ど
地
元
の
工
芸

品
づ
く
り
体
験
や
、
杜
氏
や
蔵
人
か
ら
の

話
も
聞
け
る
。
10
月
20
日
の
「
サ
ケ
マ
ル

シ
ェ
」
で
は
、
地
酒
と
と
も
に
味
自
慢
の

料
理
も
味
わ
え
る
。

開
催
場
所 

サ
ケ
マ
ル
シ
ェ
は
し
い
の
き
迎

賓
館福　

井

 

２
万
株
の
菊
花
が
壮
麗

「
２
０
１
８
た
け
ふ
菊
人
形
」

菊
人
形
を
中
心
に
、
菊
花
の
展
示
、

シ
ョ
ー
な
ど
あ
ら
ゆ
る
年
齢
の
人
々
が
楽

し
め
る
恒
例
の
行
事
。
始
ま
り
は
昭
和
24

年
。
武
生
は
菊
づ
く
り
が
盛
ん
で
、
品
評

会
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
特

に
菊
人
形
展
は
全
国
的
に
も
知
ら
れ
、
今

年
は
大
河
ド
ラ
マ『
西
郷
ど
ん
』
を
中
心

と
す
る
幕
末
を
彩
っ
た
人
物
た
ち
が
お
目

見
え
す
る
。

開
催
場
所 

越
前
市
武
生
中
央
公
園

山　

梨

 

紅
葉
と
渓
谷
美
を
眺
め
な

が
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
を「
西
沢
渓
谷
」

平
成
の
名
水
百
選
に
も
選
ば
れ
た
西

沢
渓
谷
。
清
流
と
滝
な
ど
が
続
く
変
化

に
富
ん
だ
景
観
で
、
景
勝
地
と
し
て
も
名

高
い
。
10
月
中
旬
か
ら
11
月
下
旬
に
か
け

て
赤
や
黄
金
に
色
づ
く
モ
ミ
ジ
、
カ
エ
デ
、

ブ
ラ
カ
ラ
マ
ツ
が
楽
し
め
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
も
人
気
。
コ
ー
ス
の
最
奥
部
に
は

日
本
の
滝
百
選
に
選
ば
れ
た
七
ツ
釜
五
段

ノ
滝
が
見
事
だ
（
渓
谷
入
口
の
バ
ス
停
か

ら
徒
歩
約
１
時
間
30
分
）。

長　

野

 

光
前
寺　

紅
葉
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ

県
内
有
数
の
大
寺
で
あ
り
、
樹
齢
数
百

年
の
杉
の
並
木
や
し
だ
れ
桜
、
庭
園
の
美

し
さ
で
知
ら
れ
る
光
前
寺
。
秋
は
紅
葉
が

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、一
般
公
開
さ
れ
る
。
10
月

下
旬
か
ら
11
月
上
旬
の
週
末
の
実
施
で
、

紅
葉
に
見
え
隠
れ
す
る
堂
塔
は
と
て
も
幻

想
的
。
10
月
は
光
苔
も
見
頃
。
１
・
２
㎞

ほ
ど
北
西
の
駒
ヶ
根
フ
ァ
ー
ム
ス
こ
ま
く

さ
橋
周
辺
に
も
５
０
０
本
の
モ
ミ
ジ
が
植

え
ら
れ
、こ
ち
ら
も
必
見
。

開
催
場
所 

光
前
寺

岐　

阜
 

関
ヶ
原
の
合
戦
を
間
近
に

「
関
ヶ
原
合
戦
祭
り
２
０
１
８
」

10
月
20
・
21
日
開
催
の
全
国
の
戦
国

フ
ァ
ン
が
集
う
イ
ベ
ン
ト
。
参
加
者
が
甲

冑
を
身
に
ま
と
い
、
東
軍
と
西
軍
に
分
か

れ
合
戦
を
再
現
、
戦
国
絵
巻
が
繰
り
広

げ
ら
れ
る
。
鉄
砲
隊
の
演
武
、
ラ
イ
ブ
演

奏
、
戦
国
グ
ッ
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
行
な
わ

れ
、
前
後
し
て
関
ヶ
原
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

交
流
館
で
は
甲
冑
を
着
て
の
記
念
撮
影
も

で
き
る
。

開
催
場
所 

関
ヶ
原
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
と

そ
の
周
辺
な
ど

静　

岡

 

の
ろ
し
は
現
代
版
ロ
ケ
ッ

ト「
朝
比
奈
大
龍
勢
」

戦
国
時
代
、
今
川
氏
家
臣
の
朝
比
奈

氏
と
岡
部
氏
の
の
ろ
し
が
起
源
と
さ
れ
る

朝
比
奈
川
の
龍
勢
は
、
静
岡
県
指
定
の

無
形
民
俗
文
化
財
。
農
民
ロ
ケ
ッ
ト
と
も

呼
ば
れ
、
高
さ
約
20
ｍ
の
常
設
櫓
か
ら
発

射
さ
れ
、
白
い
煙
を
上
げ
な
が
ら
宙
で
炸

裂
す
る
。
昼
に
17
本
、
夜
に
13
本
と
規
模

は
全
国
一
。
昼
の
部
で
は
落
下
傘
が
舞
い
、

夜
の
部
は
落
下
傘
部
分
が
花
火
と
な
り
、

見
応
え
が
あ
る
。
10
月
20
日
開
催
。

開
催
場
所 

朝
比
奈
大
龍
勢
会
場

愛　

知

 

か
ら
く
り
人
形
と
４
年
に

一
度
の
「
山
車
祭
」
が
見
も
の
「
戸
田
ま

つ
り
」

３
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ
名
古

屋
市
の
戸
田
ま
つ
り
は
、５
つ
あ
る
小
村
落

（
割
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の
山
車
を
引
き
、
お

囃
子
や
道
踊
り
を
披
露
し
な
が
ら
練
り

歩
く
。
見
ど
こ
ろ
は
か
ら
く
り
人
形
。
寛

紅葉と堂塔のライトアップは実におごそか
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政
８
（
１
７
９
６
）
年
ご
ろ
に
作
ら
れ
た

と
い
わ
れ
、
山
車
や
道
踊
り
同
様
、
そ
れ

ぞ
れ
の
割
に
よ
っ
て
か
ら
く
り
が
異
な
る
。

今
年
は
４
年
に
一
度
の
各
割
５
台
の
山
車

が
勢
揃
い
す
る
。

開
催
場
所 

名
古
屋
市
中
川
区
戸
田
八
幡

社
三　

重

 

名
古
屋
〜
湯
の
山
温
泉
間

で
足
湯
列
車

近
畿
日
本
鉄
道
株
式
会
社
は
、
列
車
に

乗
り
な
が
ら
足
湯
が
楽
し
め
る
「
足
湯
列

車
」
を
近
鉄
名
古
屋
駅
│
湯
の
山
温
泉

駅
間
に
直
通
運
行
さ
せ
る
。
走
行
は
10
月

６
日
か
ら
翌
２
０
１
９
年
２
月
24
日
ま
で

の
土
・
日
・
祝
日
。
観
光
列
車
「
つ
ど
い
」

に
当
日
菰
野
温
泉
の
源
泉
か
ら
く
ん
だ
温

泉
を
入
れ
、
楽
し
ん
で
も
ら
う
。
乗
車
し

た
人
に
は
、
特
典
と
し
て
コ
ー
ス
タ
ー
型

記
念
乗
車
証
や
日
帰
り
入
浴
料
や
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
な
ど
が
割
引
に
な
る
「
湯
の
山
温

泉
割
引
手
形
」の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
る
。

滋　

賀

 

び
わ
湖
の
眺
望
を
空
中
か

ら
満
喫
（
有
料
）

打
見
山
か
ら
蓬
莱
山
に
か
け
て
広
が
る

び
わ
湖
バ
レ
イ
で
、
び
わ
湖
を
眺
め
な
が

ら
ワ
イ
ヤ
ー
を
滑
車
で
滑
る
ジ
ッ
プ
ラ
イ

ン
が
人
気
。
７
つ
の
コ
ー
ス
で
は
そ
れ
ぞ

れ
の
絶
景
が
楽
し
め
る
が
、
長
さ
１
６
９

ｍ
、
高
さ
25
ｍ
の
最
長
コ
ー
ス
は
特
に
出

色
。
ふ
た
り
一
緒
に
滑
る
ダ
ブ
ル
ラ
イ
ン
も

４
コ
ー
ス
あ
る
。
バ
レ
イ
内
で
は
景
色
の
い

い
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
も
人
気
。
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン

は
11
月
11
日
ま
で
の
営
業
。

開
催
場
所 

び
わ
湖
バ
レ
イ

京　

都

 

京
丹
後
市
の
マ
ン
ホ
ー
ル

が
庁
舎
に
展
示

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中
心
に
静
か
な
ブ
ー
ム
と

な
っ
て
い
る
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
。
ご
当
地

自
慢
を
活
か
し
た
個
性
豊
か
な
デ
ザ
イ
ン

に
、マ
ン
ホ
ー
ラ
ー
（
マ
ン
ホ
ー
ル
を
め
ぐ

る
人
）
や
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
も
誕
生
し
、

海
外
か
ら
の
注
目
度
も
高
い
。
同
市
役
所

丹
後
庁
舎
正
面
玄
関
に
は
、
天
女
と
サ
ツ

キ
、
子
午
線
等
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
な
ど
市

内
各
エ
リ
ア
の
６
つ
の
マ
ン
ホ
ー
ル
が
展
示

さ
れ
、
評
判
を
呼
ん
で
い
る
。

公
開
場
所 

京
丹
後
市
役
所
丹
後
庁
舎
正

面
玄
関

大　

阪

 「
岸
和
田
だ
ん
じ
り
祭
」

（
10
月
祭
礼
）

10
月
６
・
７
日
は
東
岸
和
田
地
区
、
南

掃
部
地
区
、
八
木
地
区
、
山
直
地
区
、
山

直
南
地
区
、
山
滝
地
区
の
祭
礼
。
３
０
０

年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
岸
和
田
だ
ん
じ

り
祭
は
、
山
車
が
道
の
角
で
勇
壮
に
駆
け

る
「
や
り
ま
わ
し
」
が
見
ど
こ
ろ
。
勢
い

よ
く
回
る
た
め
に
は
各
町
内
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
発
揮
さ
れ
、
や
り
ま
わ
し
が
う

ま
く
い
く
と
拍
手
喝
采
と
な
る
。

兵　

庫

 

六
甲
山
の
夜
を
秋
色
に
彩

る「Lightscape in R
okko

」

六
甲
山
の
自
然
体
感
展
望
台
を
フ
レ
ー

ム
で
覆
い
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
で
内
側
か
ら
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
。
１
０
０
０
万
色
以
上
の
色
が
四

季
折
々
の
光
の
ア
ー
ト
を
見
せ
て
く
れ
る
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
枕
草
子
」。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は

自
然
光
に
近
い
輝
き
で
、
と
て
も
幻
想
的
。

秋
の
光
の
ア
ー
ト
は
11
月
30
日
ま
で
。

開
催
場
所 

六
甲
ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス
・
自
然

体
感
展
望
台 

六
甲
枝
垂
れ

奈　

良
 

金
堂
外
陣
か
ら
の
特
別
拝

観
（
有
料
）

五
重
塔
や
金
堂
と
い
っ
た
国
宝
や
、
弥

勒
堂
や
木
造
文
殊
菩
薩
立
像
な
ど
の
重

要
文
化
財
を
収
蔵
す
る
室
生
寺
で
、金
堂

に
お
か
れ
て
い
る
国
宝
の
釈
迦
如
来
立
像

と
十
一
面
観
音
立
像
を
拝
観
で
き
る
。
普

段
は
入
れ
な
い
金
堂
の
諸
仏
を
拝
見
で
き

る
の
は
貴
重
。
拝
観
料
は
有
料
だ
が
、
特

製
記
念
品
も
も
ら
え
る
。

開
催
場
所 

室
生
寺

和
歌
山

 

高
野
山
で
紅
葉
狩
り

弘
法
大
師
が
開
祖
の
真
言
宗
、
総
本

山
で
あ
る
高
野
山
は
日
本
仏
教
の
聖
地
の

一
つ
で
、「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参さ
ん
け
い
み
ち

詣
道
」

の
一
部
と
し
て
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ

て
い
る
。
高
野
山
に
は
モ
ミ
ジ
や
カ
エ
デ

な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
も
多
く
植
生
し
、

10
月
下
旬
か
ら
11
月
中
旬
に
か
け
て
が
見

頃
。
金
剛
峯
寺
か
ら
壇
上
伽
藍
へ
の
道
は

紅
葉
の
ト
ン
ネ
ル
と
な
る
。
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
も
さ
れ
、
夜
の
紅
葉
も
夢
幻
的
。

開
催
場
所 

高
野
山

鳥　

取

 

鳥
取
県
が
星
取
県
に
!?

鳥
取
市
は
環
境
省
が
実
視
す
る「
全
国

星
空
継
続
観
察
」で
１
位
に
輝
き
、
県
内

の
ど
の
市
町
村
か
ら
も
天
の
川
が
見
え
、

流
れ
星
が
見
や
す
い
こ
と
か
ら「
星
取
県
」

を
名
乗
っ
て
い
る
。
大
山
開
山
１
３
０
０

年
を
記
念
し
て
、
米
子
市
で
は
10
月
20

日
、
大
山
「
星
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開

催
。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
上
映
や
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
、
星
空
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
楽
し
め

る
。
星
取
県
星
空
マ
ッ
プ
は
ア
プ
リ
で
見

天女とサツキがデザインされた京丹後
市峰山町のマンホール。ほかにも龍、
子午線とチューリップなどもある
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る
こ
と
も
可
能
。

開
催
場
所 

米
子
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

島　

根
 

外
国
人
観
光
客
に
人
気
ナ

ン
バ
ー
１
の
日
本
庭
園
（
有
料
）

ア
メ
リ
カ
の
日
本
庭
園
専
門
誌
で
15
年

連
続
で
日
本
一
の
庭
園
に
選
ば
れ
た
足
立

美
術
館
。
２
０
１
７
年
に
は
外
国
人
観

光
客
が
急
増
、
大
ガ
ラ
ス
を
通
し
て
見
え

る
美
術
品
を
堪
能
し
て
い
く
。
同
美
術

館
は
横
山
大
観
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
も
知

ら
れ
、
大
観
生
誕
１
５
０
年
を
記
念
し
て

「
横
山
大
観
vs
日
本
画
の
巨
匠
た
ち
」
展

を
開
催
。
大
観
の
作
品
と
同
じ
タ
イ
ト
ル

の
も
の
を
２
点
１
組
で
公
開
し
て
い
る
。

開
催
場
所 

足
立
美
術
館

岡　

山

 

岡
山
へ
の
観
光
旅
行
は

ち
ょ
っ
と
お
得

７
月
の
西
日
本
豪
雨
を
受
け
て
、
岡
山

に
は
被
災
地
か
ら
離
れ
て
い
な
が
ら
観
光

客
が
激
減
し
た
エ
リ
ア
が
あ
る
。
観
光
庁

は
支
援
事
業
と
し
て
、
岡
山
県
ほ
か
２
県

の
被
災
地
に
２
泊
以
上
連
続
し
て
宿
泊

し
た
旅
行
者
に
対
し
、
宿
泊
施
設
に
よ
っ

て
最
大
６
０
０
０
円
の
割
引
を
実
施
。
宿

泊
証
明
な
ど
手
続
き
を
踏
む
必
要
は
あ

る
が
、
倉
敷
市
の
美
観
地
区
や
児
島
地

区
な
ど
は
通
常
ど
お
り
営
業
し
て
い
る
の

で
、
狙
い
目
だ
。

広　

島

 

厳
島
神
社
の
菊
花
祭

世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
厳

島
神
社
の
秋
の
恒
例
行
事
。
10
月
15
日

午
後
５
時
か
ら
菊
の
花
を
御
神
祭
に
供

え
る
式
典
で
、
高
舞
台
で
舞
楽
が
始
ま

る
。
舞
人
と
楽
人
の
神
職
に
よ
っ
て
「
振

鉾
」「
万
歳
楽
」「
延
期
楽
」
な
ど
11
の
舞

楽
が
奉
納
さ
れ
、
厳
か
な
舞
と
調
べ
は
ま

さ
に
幽
玄
の
世
界
へ
と
誘
う
。

開
催
場
所 

厳
島
神
社

山　

口

 

花
の
絨
毯
が
出
色
「
山
口

ゆ
め
花
博
」（
有
料
）

約
１
０
０
０
万
株
、
色
と
り
ど
り
の

花
な
ど
の
絨
毯
が
会
場
を
埋
め
尽
く
す
。

山
口
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
食
用
「
は
な
っ
こ

り
ー
」
や
「
白
オ
ク
ラ
」
も
要
チ
ェ
ッ
ク
。

期
間
中
は
卓
球
の
石
川
佳
純
さ
ん
の
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
、
竹
コ
ー
ス
タ
ー
の
試
乗

体
験
、
Ａ
Ｋ
Ｂ
48 

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
８
や
一
青
窈

さ
ん
の
ラ
イ
ブ
、
光
の
浮
き
輪
パ
レ
ー
ド
、

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
展
示
飛
行
な
ど
、
イ
ベ

ン
ト
も
目
白
押
し
。

開
催
場
所 

山
口
き
ら
ら
博
記
念
公
園

徳　

島

 

秋
が
旬
「
海
洋
伊
勢
エ
ビ

祭
り
」

徳
島
県
の
南
岸
に
あ
る
海
陽
町
。
町

を
代
表
す
る
食
材
で
あ
る
伊
勢
エ
ビ
を
、

旅
館
や
民
宿
に
泊
ま
っ
て
の
ん
び
り
し
な

が
ら
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
食
事
と

宿
泊
を
合
わ
せ
た
、
お
得
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ

を
実
施
す
る
（
10
月
中
）。
協
賛
す
る
の

は
町
内
の
８
つ
の
宿
。
料
金
は
１
泊
２
食

付
き
で
１
万
８
０
０
円
（
税
込
）。
夕
食

に
旬
の
伊
勢
エ
ビ
が
必
ず
つ
く
。

開
催
場
所 

海
陽
町
内
協
賛
宿
泊
施
設

香　

川

 

香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

10
周
年
（
有
料
）

美
術
館
と
歴
史
博
物
館
が
コ
ラ
ボ
を
し

た
新
し
い
形
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
あ
る
、
香

川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。
開
館
10
周
年
を

迎
え
、
２
つ
の
会
期
に
分
け
た
展
示
会
が

好
評
。
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
「
い
ろ
の
か
た
ち
、
わ

く
わ
く
の
ひ
み
つ
」に
続
き
、
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

と
し
て
「
い
つ
も
の
く
ら
し
、い
い
ね
、
こ

れ
」
を
開
催
。
少
し
昔
の
着
物
や
食
器
、

家
具
を
展
示
し
て
も
の
づ
く
り
へ
の
こ
だ

わ
り
を
紹
介
す
る
。
30
万
点
の
収
蔵
品
の

な
か
か
ら
学
芸
員
選
り
す
ぐ
り
の
品
が
鑑

賞
で
き
る
。

開
催
場
所 

香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

愛　

媛
 

観
光
列
車
「
伊
予
灘
も
の

が
た
り
」

西
日
本
集
中
豪
雨
の
影
響
で
一
時
取
り

や
め
て
い
た
「
伊
予
灘
も
の
が
た
り
」
の

観
光
列
車
が
運
転
を
再
開
。
週
末
は
多

く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
。
レ
ト
ロ
な
列
車
に

は
、
窓
を
大
き
く
取
っ
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
伊
予
灘
の
景
観
を
楽
し
め
る
シ
ー
ト

や
、
４
人
用
の
ボ
ッ
ク
ス
シ
ー
ト
に
加
え
、

愛
媛
の
味
が
堪
能
で
き
る
料
理
も
提
供
。

景
色
を
眺
め
な
が
ら
地
産
料
理
に
舌
鼓

が
打
て
る
の
も
魅
力
だ
。
４
つ
の
路
線
が

あ
り
、
観
光
地
に
も
停
車
す
る
。

高　

知

 

第
24
回
四
万
十
川
ウ
ル
ト

ラ
マ
ラ
ソ
ン

平
成
６
年
か
ら
、毎
年
10
月
21
日（
日
）

に
開
催
さ
れ
る
四
万
十
市
〜
四
万
十
町

（
旧
十
和
村
）〜
四
万
十
市
の
清
流
沿
い

を
駆
け
抜
け
る
マ
ラ
ソ
ン
。
１
０
０
㎞
の

部
と
60
㎞
の
部
が
あ
り
、
全
国
や
海
外
か

ら
約
２
４
０
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
。

参
加
者
を
上
回
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
サ

ポ
ー
ト
と
住
民
の
声
援
に
支
え
ら
れ
て
開

催
さ
れ
る
。
参
加
資
格
は
18
歳
以
上
（
高

校
生
を
除
く
）。

福　

岡

 

日
本
一
の
海
浜
タ
ワ
ー
で

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
・
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン（
有
料
）

年
を
追
う
ご
と
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
。
仮
装
を
せ
ず
と
も
楽
し
め
る

の
が
福
岡
タ
ワ
ー
に
映
し
出
さ
れ
る
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
。
ア
メ
リ
カ

で
は
か
ぼ
ち
ゃ
に
彫
ら
れ
る
ジ
ャ
ッ
ク
・

オ
ー
・
ラ
ン
タ
ン
が
タ
ワ
ー
に
登
場
し
、

福
岡
の
町
に
ち
ょ
っ
と
怖
い
笑
顔
を
振
り
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ま
く
。
展
望
室
で
も
無
料
で
衣
装
貸
出
。

メ
ー
ク（
有
料
）
も
し
て
く
れ
る
予
定
。

開
催
場
所 

福
岡
タ
ワ
ー

佐　

賀
 

佐
賀
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
タ

10
月
31
日
か
ら
11
月
４
日
に
か
け
て
、

嘉
瀬
川
河
川
敷
に
世
界
か
ら
参
加
し
た

約
１
０
０
機
の
気
球
が
舞
い
、
競
演
す

る
。
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
斬
新
な

デ
ザ
イ
ン
の
気
球
が
舞
い
、
夜
は
内
側
か

ら
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
幻
想
的
。
イ
ン

ス
タ
映
え
す
る
と
若
い
女
性
も
数
多
く

駆
け
つ
け
る
。
佐
賀
の
特
産
品
を
販
売
す

る
ブ
ー
ス
も
開
設
。

開
催
場
所 

佐
賀
市
嘉
瀬
川
河
川
敷

長　

崎

 

10
月
７
〜
９
日
開
催
、
長

崎
く
ん
ち

３
８
０
年
の
伝
統
を
も
ち
、
奉
納
踊

り
は
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
も

指
定
さ
れ
て
い
る
長
崎
く
ん
ち
。
諏
訪
神

社
、
中
央
公
園
、
お
旅
所
、
八
坂
神
社
を

会
場
に
、
市
内
59
の
町
を
７
つ
の
組
に
分

け
て
奉
納
踊
り
が
披
露
。
唐
獅
子
踊
り
、

唐
人
船
、
阿
弥
陀
船
な
ど
は
異
国
情
緒

に
溢
れ
る
長
崎
な
ら
で
は
。「
く
ん
ち
」
と

は
旧
暦
の
９
月
９
日
に
行
わ
れ
た
こ
と
が

由
来
と
い
わ
れ
る
。

熊　

本

 

熊
本
の
資
源
を
活
か
し

た
、
優
美
な
灯
の
祭
典
「
熊
本
暮
ら
し

人
ま
つ
り　

み
ず
あ
か
り
」

熊
本
城
の
堀
な
ど
に
浮
か
ぶ
約

５
０
０
０
の
竹
灯
籠
。
竹
に
掘
ら
れ
た
モ

チ
ー
フ
が
蝋
燭
の
優
し
い
光
で
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
、
実
に
幻
想
的
な
雰
囲
気
が
漂
う
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
に
市
民
が
一
体
と

な
っ
て
作
り
上
げ
る
ま
つ
り
は
２
０
０
４

年
に
始
ま
り
、
２
０
１
６
年
に
は
日
本
夜

景
遺
産
の「
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
遺
産
」に
も
認

定
さ
れ
た
。
10
月
６
・７
日
の
開
催
。

開
催
場
所 

熊
本
城
坪
井
川

大　

分

 

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
で

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
へ

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
に
慣
れ
た
外
国
人
観

光
客
の
取
り
込
み
、
ま
た
２
０
１
９
年
ラ

グ
ビ
ー
Ｗ
杯
大
分
開
催
に
向
け
、
大
分
の

信
販
会
社
オ
ー
シ
ー
、
豊
和
銀
行
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
や
バ
ー
コ
ー
ド
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
の
導
入
に
努
め
る
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
表
示
さ
れ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
、

加
盟
店
の
専
用
端
末
器
が
読
み
込
む
と
、

客
の
口
座
か
ら
代
金
が
引
き
落
と
さ
れ
る

仕
組
み
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
獲
得
で
地

域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

宮　

崎

 

30
の
酒
蔵
の
銘
酒
が
大
集

合「
み
や
ざ
き
酒
フ
ェ
ス
２
０
１
８
」

県
内
約
30
の
蔵
元
の
選
り
す
ぐ
っ
た
日

本
酒
や
焼
酎
、
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
や
ワ
イ

ン
、
約
１
０
０
銘
柄
が
一
堂
に
会
し
、シ
ー

ガ
イ
ア
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
日
南
レ
モ
ン
を
生
か

し
た
パ
エ
リ
ア
や
ス
イ
ー
ツ
の
メ
ニ
ュ
ー
も

味
わ
え
る
。
だ
れ
や
み
チ
ケ
ッ
ト
は
好
き
な

お
酒
３
〜
５
杯
と
お
つ
ま
み
１
品
、テ
イ
ス

テ
ィ
ン
グ
チ
ケ
ッ
ト
な
ら
焼
酎
銘
柄
を
何
杯

で
も
試
飲
可
能
。
10
月
12
・
13
日
の
実
施
。

開
催
場
所 

シ
ェ
ラ
ト
ン
・
グ
ラ
ン
デ
・
オ
ー

シ
ャ
ン
リ
ゾ
ー
ト
南
特
設
会
場

鹿
児
島

 

鹿
児
島
三
大
行
事
の
一
つ

「
妙
円
寺
詣
り
」

関
ヶ
原
の
合
戦
の
際
、
西
軍
の
島
津
勢

は
東
軍
を
突
破
し
帰
鹿
（
鹿
児
島
に
帰

る
こ
と
）
を
果
た
し
た
。
旧
暦
９
月
14
日

（
関
ヶ
原
の
合
戦
の
前
夜
）
武
士
た
ち
が

往
時
を
し
の
び
往
復
約
40
㎞
の
道
の
り
を

甲
冑
、
兜
を
ま
と
い
、
島
津
義
弘
公
の
菩

提
寺
で
あ
る
妙
心
寺
に
参
拝
し
た
の
が
始

ま
り
。
現
在
は
鹿
児
島
市
内
か
ら
日
置
市

伊
集
院
町
ま
で
約
20
㎞
の
道
の
り
を
参
拝

す
る
。
郷
土
芸
能
の
奉
納
や
、
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
（
20
㎞
、
10
㎞
）、
物
産
展
な
ど
も

実
施
。
10
月
27
・
28
日
の
実
施
。

開
催
場
所 

徳
重
神
社

沖　

縄

 

ギ
ネ
ス
認
定
さ
れ
た
世
界

一
の
大
綱
の
綱
挽
き「
那
覇
大
綱
挽
」

直
径
１
・
56
ｍ
、
西
方
の
女
綱
１
０
０

ｍ
と
東
型
の
男
綱
１
０
０
ｍ
、
総
重
量
40

ト
ン
の
大
綱
を
西
方
、
東
方
に
分
か
れ
て
約

１
万
５
０
０
０
人
が
挽
き
合
う
。
発
祥
は

１
４
５
０
年
頃
の
琉
球
王
朝
時
代
、
祝
い

事
や
中
国
か
ら
の
賓
客
を
も
て
な
す
た
め

に
行
な
わ
れ
た
と
い
う
。
綱
引
き
の
前
に
女

綱
と
男
綱
を
か
ぬ
ち
棒
で
結
合
さ
せ
、
実

際
に
引
く
手
綱
は
２
８
０
本
に
も
な
る
。

28
万
人
が
集
う
、
沖
縄
最
大
級
の
行
事
。

開
催
場
所 

那
覇
市
国
際
通
り
な
ど

台　

湾

 

台
北
メ
ト
ロ　

日
本
名
で

ア
ナ
ウ
ン
ス

台
北
メ
ト
ロ（
Ｍ
Ｒ
Ｔ
）
は
日
本
人
観

光
客
の
た
め
、
日
本
語
で
駅
名
を
車
内
ア

ナ
ウ
ン
ス
す
る
。
す
で
に
一
部
の
駅
で
実
施

さ
れ
て
い
た
が
、
日
本
人
が
多
く
訪
れ
る

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
中
心
に
、
士し

り
ん林
、
東と
う
も
ん門
、

淡た
ん
す
い水
、
北ほ
く
と
う投
、
中
ち
ゅ
う
ざ
ん山、
龍り
ゅ
う
ざ
ん
じ

山
寺
な
ど
が
新

た
に
加
わ
っ
た
。

個性豊かな気球の競演はダイナミックで、
圧倒される




